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令和８年度「とっとり農業人フェア」の開催結果について 
令和８年８月２１日 

経 営 支 援 課 

 
鳥取県農業経営・就農支援センター※（以下、「県支援センター」）では、ＪＡグループ等と協力

して県内合同就農相談会「とっとり農業人フェア」を開催しました。 
本フェアは、新たな人材確保を希望する産地や経営体等に出展いただき、就農を検討・希望する方

への情報提供や相談対応を行う機会として、令和５年度から継続実施しています。 
今年度は、県内外から78名の相談者が来場し、延べ288件（前年度168件）の就農相談がありました。 

※令和４年度に、経営支援課を総合窓口、農業改良普及所を地域窓口とし、就農相談から経営発展までを 
一元的に支援する鳥取県農業経営・就農支援センターを設置しています。 

 
１ 日時及び場所 

日 時：令和８年７月25日（土）午前10時から午後３時まで 
   場 所：倉吉体育文化会館 体育館（倉吉市山根） 
 ２ 内容 
（１）相談ブースの設置：36ブース（就農全般３、産地・市町村24、雇用就農７、その他２） 

就農全般 県支援センター、鳥取県立農業大学校、(公財)鳥取県農業農村担い手育成機構 
産地・ 
市町村 

 

東部：とっとりふるさと就農舎、八頭郡３町合同 
中部：ＪＡ鳥取中央（東郷果実部、倉吉梨生産部、倉吉西瓜生産部、倉吉関金白葱生産部、倉吉

メロン生産部、大栄西瓜組合協議会、長芋生産部、大栄花き部会、琴浦ブロッコリー生産
部、琴浦ミニトマト生産部、琴浦西瓜生産部、琴浦梨生産部）、北栄町 

西部：ＪＡ鳥取西部（白ねぎ部会 若葉55会、ブロッコリー部会、大山果実部）、米子市、南部
町、日野町、江府町、日南町・日南トマト生産部・日南町産業振興センター合同 

広域：鳥取県苗物・鉢物生産研究会 
雇用就農 Ｃａｍｅｌプランテージ合同会社、(株)Ｏｎｅ Ｓｅｅｄ Ｆａｒｍ、農事組合法人 宮市、

(株)ａｎｄＡｇｒｉ、(株)ブッシュクローバーズ、(一財)日野町農林振興公社、ＪＡ鳥取県中央
会（１日農業バイト） 
※他、県内30経営体（農業法人等）の雇用求人情報を掲示 

その他 林業：（公財）鳥取県林業担い手育成財団 
情報検索：鳥取県立図書館 

（２）セミナーの開催：聴講者数 延べ80名以上 
演題１「鳥取県で農業をはじめるには」 講師：県支援センター相談員 
演題２「自分に合った農業のカタチ」   講師：ＪＡ鳥取中央倉吉関金白葱生産部 笠原 正記氏 

ＪＡ鳥取西部白ねぎ部会 矢倉 正典氏 

３ 相談者の概要 

（１）相談者数：78名（うちアンケート回答75名） 

居住地 
県内64（東部22、中部28、西部14）、県外９（大阪、兵庫、岡山、広島、島根、
岐阜、福岡）、記載なし２ 

職業 会社員23、公務員６、自営業１、アルバイト８、学生22、無職８、その他７ 
就農希望地域 東部５、中部６、西部６、未定64 ※複数回答あり 
就農希望時期 半年以内４、１年以内９、３年以内10、未定52 

希望する就農形態 独立22、雇用9、未定44 

（２）相談者の感想等（アンケート回答75名のうち、項目に記入のあった61名） 

参加目的 就農検討29、情報収集30、求人情報15、セミナー6 ※複数回答あり 
目的の達成 達成できた41、ややできた19、あまりできなかった１ 

主な声 

・直接生産者の方と話ができて良かった。 
・農業法人の話が聴くことができて良かった。 
・農業のことだけでなく、市町村の話が聴けて良かった。 
・いろいろな産地の情報が一度に聴くことができて、就農に興味がわいた。 
・ブースの方が優しく声をかけてくれ、話しやすかった。 

 

 

 
 
 
 
 
 

産地・市町村相談ブースの様子 セミナーの様子 
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主要農産物の生産販売状況について 
令和８年８月２１日 
生 産 振 興 課 

 
本県の主要農産物の生産販売状況（８月４日現在、ＪＡ全農とっとり取扱分）について報告します。 

 
１ 主要品目の生産販売状況 
（１）生産状況 

・らっきょうは定植後の高温等で初期生育が遅れ、収穫初めは小玉傾向であったが、その後の降雨により肥
大は回復した。栽培面積も減少していることから、生産量は前年を下回った。 

・すいかは３月末時点で平年よりも５日程度早い生育となり、交配も前進化した。４月４日の強風被害によ
り苗の植替え作業を行ったほ場も一部にみられたが、肥大は良好で大玉傾向となった。 

・ブロッコリーの初夏どり作型は３月上旬に降雨が続き、定植作業が３月中旬に集中した。このため、作業
が重なり収穫が追い付かないほ場もあったことなどから、収量が伸び悩んだ。 

・夏ねぎは概ね順調に生育しているが、６月下旬以降の高温少雨により一部ほ場で葉先枯れなどの症状がみ
られる。秋冬ねぎは定植作業が概ね終了し、順調に生育している。 

（２）販売状況 
・らっきょうは市場販売の最終出荷量は前年比86％と減少したが、単価は高値で推移したため、販売金額は
前年比92％の低下にとどまった。 

・すいかは６月上旬に好天日が続いたため、順調な販売開始となった。台風や梅雨入りによる低温で販売が
伸び悩む時期もあったが、品質の高さや継続的な消費宣伝により、過去最高単価を更新しており（273円/
キロ）、昨年に引き続き36億円を超える販売額となっている。 

・初夏どりブロッコリーは他産地（四国、九州）が前進出荷となり、鳥取県産は高単価で推移した。 
・白ねぎの出荷数量は前年を上回っているが、単価が低く、販売額は前年を下回っている。 

【らっきょう】  
区 分 面積 

（ha） 
生産者戸数 

（戸） 
４月１日～８月４日までの販売実績（最終、累計、全農） 

数量（ｔ） 単価（円/kg） 販売金額（百万円） 

Ｒ８年度 138 163 1,107 736 815 

Ｒ７年度 146 181 1,287 685 882 

前年比 95％ 90％ 86％ 107％ 92％ 
  ※本年の販売は５月22 日から６月16 日まで行われた。 

【すいか】 

  ※本年の販売開始は、５月23 日 
【初夏どりブロッコリー】 

  ※一部、越年作型を含む。本年の販売は、４月25 日から７月８日まで行われた。 
 

【白ねぎ】 
区 分 面積 

（ha） 
生産者 

戸数（戸） 

４月１日～８月４日までの販売実績（累計、全農、全作型） 

数量（ｔ） 単価（円/kg） 販売金額（百万円） 

Ｒ８年度 227 723 1,273 371 473 

Ｒ７年度 228 775 1,216 401 487 

前年比 100％ 93％ 105％ 93％ 97％ 

      

 
２ その他主要品目の生育状況 
 ・梨 

ハウス二十世紀は８月３日（前年２日）から販売が開始され、前年を上回る高単価で推移。今年度は交配
後の高温などにより肥大が良好で、８月８日時点で３Ｌ中心と大玉傾向である。 

区 分 面積 
（ha） 

生産者戸数 

（戸） 
４月１日～８月４日までの販売実績（累計、全農） 

数量（ｔ） 単価（円/kg） 販売金額（百万円） 

Ｒ８年度 251 346 13,320 273 3,638 

Ｒ７年度 267 359 14,046 260 3,648 

前年比 94％ 96％ 95％ 105％ 100％ 

区 分 面積 

（ha） 
生産者戸数 

（戸） 
４月１日～８月４日までの販売実績（最終、累計、全農）※ 

数量（ｔ） 単価（円/kg） 販売金額（百万円） 

Ｒ８年度 175 182 1,599 376 601 

Ｒ７年度 167 175 1,759 343 603 

前年比 105％ 104％ 91％ 110％ 100％ 
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水稲における斑点米カメムシ類の発生状況と対策について 

令和８年８月２１日 

生 産 振 興 課 
 

７月中下旬時点で斑点米カメムシ類の発生が平年より多いこと等から、７月 22 日付けで斑点米カメ

ムシ類の病害虫発生予察注意報を発出しましたので、現在の発生状況及び対策について報告します。 

 

１ 斑点米カメムシ類の発生状況 
〇出穂期の水田における捕虫網すくい取り調査の結果、７月中下旬は平年よりもやや多い発生であ

った（表１）。８月上中旬の調査では、ほぼ平年並となっている（表２）。 
 
表１ 巡回調査地点における斑点米カメムシ類の発生状況（７月中下旬） ※県内19地区（１～２圃場/地区） 

 調査年 
斑点米カメムシ類の種類別成幼虫数 

合計 アカスジ 
カスミカメ 

ホソハリ 
カメムシ 

トゲシラホシ 
カメムシ 

クモヘリ 
カメムシ 

イネ 
カメムシ その他 

令和８年 11.9  1.0  0.8  1.2  5.5  0.2  20.6  
平年 13.0  0.9  0.6  2.7  0.6  0.7  18.5  

 
表２ 巡回調査地点における斑点米カメムシ類の発生状況（８月上中旬） ※県内30地区（２～３圃場/地区） 

 調査年 
斑点米カメムシ類の種類別成幼虫数 

合計 アカスジ 
カスミカメ 

ホソハリ 
カメムシ 

トゲシラホシ 
カメムシ 

クモヘリ 
カメムシ 

イネ 
カメムシ 

その他 

令和８年 3.4  0.4  0.2  0.5  0.3  0.4  5.2  
平年 5.2  0.2  0.1  1.1  0.3  0.2  7.1  

 
２ 斑点米カメムシ類発生緊急対策会議の開催 
 ○日 時 令和８年７月 22 日（水） 
 ○出席者 平井知事、ＪＡ鳥取いなば、ＪＡ鳥取中央、JＡ鳥取西部  
 ○内 容 現在の発生状況と注意報について関係機関で共有するとともに、

ＪＡ等と連携し、今後の対策や支援策を速やかに進めていくこと
を確認した。 

 ＜注意報の主な内容＞ 
・水田周辺の雑草地、畦畔などは出穂前に草刈りを行い、カメムシ類の 

密度を低下させる。 
・出穂とともにカメムシ類が水田へ飛来するので、穂揃い期から乳熟初 
 期に防除を行い、発生が多い場合は７～10 日間隔で追加防除を行う。 
・イネカメムシの多発地域では、出穂期～出穂直後（７月下旬～）及び 

７～10 日後の２回防除が有効。 
  ＜注意喚起＞ 

・今年度は６月頃からＪＡ広報誌等で防除対策の呼び掛けを実施。 
・注意喚起のテレビＣＭ（ケーブルテレビ３社）やポスターを活用し、出穂期 
 及び穂揃い期の２回防除の徹底を啓発・周知。（７月 26 日から開始） 

 

３ 支援策 

（１）「斑点米カメムシ類緊急防除支援事業」の創設 
○７月 22 日付けで発出した注意報を踏まえ、同日付けで予備費を発動し、斑点米カメムシ類の多発

による被害を最小限に抑えるため、広域での追加防除に要する経費を支援するもの。 
 ＜補助概要等＞ 

 

（２）ＪＡ等関係機関と連携した防除指導等の実施 
○引き続き、県病害虫防除所による発生状況調査及び調査結果の公表を行う。 
○ＪＡ等と連携を図りながら水田周辺の除草や発生時の薬剤防除について指導していく。 

≪イネを加害するカメムシ類及び被害粒≫ 
 
 
 
 
 
 
 
 

（参考）果樹カメムシ類の発生状況等 
〇８月上旬現在、果樹カメムシ類の発生量は平年と比べてやや多くなっているが、ほ場での被害は確

認されていない。 

補助対象者 事業実施主体 事業費（千円） 予算額（千円） 補助率 

市町村 生産者、ＪＡ、生産組織 45,000 15,000 県1/3、市町村任意 

斑点米 クモヘリカメムシ イネカメムシ アカスジカスミカメ トゲシラホシカメムシ 
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県内の渇水状況と対応について 
令和８年８月 21 日 
河   川   課 
農 地 ・ 水 保 全 課 
企 業 局 工 務 課 

                                                                          
梅雨明けからの少雨により、日野川流域をはじめとして県内各所で流況の悪化が見られることから、各流

域の水利用協議会等で利水者間の調整を図りながら取水制限等の対応を実施してきたところです。  
先週からの降雨により流況は一時的に改善したものの悪化傾向は続いており、今後も流況に応じて水利用

協議会等で調整を図りながら、国、市町村等の関係機関と連携して対応していきます。  

１ 主要河川の状況 

 流 況 水利用協議会等の開催状況 取水制限等 

千
代
川
流
域 

＜用瀬観測所の日平均流量＞ 
  7.25m3/s（８月16日時点） 

⇒取水制限を開始する基準流量
6.00 m3/sを上回っているが、流
況は悪化傾向。 

＜千代川流域水利用協議会＞ 
（開催日）８月17日 
（出席者）国土交通省鳥取河川国道事務

所、鳥取県、企業局、東部地
区市町、各土地改良区等 

（内 容） 
・流況や気象等に関する情報提供 
・各関係機関の状況報告 
・基準流量または貯水率を下回った場
合は、取水制限を実施することを確
認した。 

取水制限なし 

＜殿ダムの貯水率＞ 
58.2％（８月17日時点） 

⇒取水制限を開始する基準貯水率
50％を上回っているが、流況は
悪化傾向。 

天
神
川
流
域 

＜小田観測所の日平均流量＞ 
3.40m3/s（８月16日時点） 

⇒取水制限を開始する基準流量
0.50 m3/sを上回っているが、流
況は悪化傾向。 

＜天神川渇水調整協議会＞ 
（開催日）７月29日 
（出席者）国土交通省倉吉河川国道事務

所、鳥取県、企業局、中部地
区市町、各土地改良区等 

（内 容） 
・流況や気象等に関する情報提供 
・各関係機関の状況報告 

取水制限なし 

日
野
川
流
域 

＜車尾堰地点の日平均流量＞ 
4.75m3/s（８月16日時点） 

⇒取水制限の制限率を引上げる基
準流量1.00 m3/sを一時的に上回
っているが、流況は悪化傾向。 

＜日野川流域水利用協議会＞ 
（開催日）７月21日及び８月５日 
（出席者）国土交通省日野川河川事務

所、鳥取県、企業局、西部地
区市町村、各土地改良区等 

（内 容） 
・取水制限の開始、引上げ 
・菅沢ダム等の運用方法 

取水制限あり 
7/24(一律10％) 
8/ 1(一律15％) 
8/ 6(一律20％) 
8/12(一時解除) 
8/15(一律10％) 

２
級
河
川 

＜蒲生川＞ 
・流況悪化による取水困難 

⇒７月末の降雨により一時的に回
復。 

 

＜渇水対策会議（蒲生川）＞ 
（開催日）８月５日 
（出席者）岩美町、鳥取県、用水管理者等 
（内 容）・各関係機関の状況報告 

・天神池の運用等 

取水制限なし 

２ 各分野の対応状況 
（１）菅沢ダム等からの放流対応 
・日野川第一発電所（県企業局）と黒坂発電所（中国電力）の発電放流を交互に実施し、流況を維持する。 
※菅沢ダムの利水貯水率（８月17日時点） 16.6％ 

（２）農業取水の緊急対応状況 
・渇水となっている地域（蒲生川流域、千代川流域、天神川流域、日野川流域など）では節水・番水を実施

している。 
・更に用水が不足する地域では、令和８年度当初予算措置の「みんなで取り組む渇水対策事業」を活用し、

緊急対応を実施している。 
①岩美町大谷ほか２地区、琴浦町出上、南部町宮前ほか５地区、日野町荒神原ほか１地区ではポンプによ
り用水確保している。 

②岩美町宇治では給水車による給水を行った。 
③日野町貝原では取水口へ導水のための河床掘削を行った。 

（３）工業用水道、上水道取水の状況 
［工業用水道］ 
・ユーザーに対して節水の呼びかけを実施し、自主的な節水に取り組んでいる。 
・日野川工業用水道については、別水源である渇水井戸を活用し、実質的な制限を行うことなく配水して
いるが、取水制限30％を超えると、減量等の対応が必要となる。 

［上水道］ 
・現時点で影響は出ていないが、今後も情報収集に努めていく。 
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令和８年度獣医師を目指す中高生セミナーの開催結果について 

                      令和８年８月２１日 

                      家 畜 防 疫 課 

将来の県内の公務員獣医師や産業動物獣医師確保のため、学生及びその保護者を対象として獣医師の

職場や獣医系大学のカリキュラム、県の修学資金制度等について説明するセミナーを開催しました。 

本セミナーは（公社）鳥取県獣医師会との共催で平成28年度から実施し、令和7年度までに延べ102

人の中高生が参加しました。令和６年度から中学生・予備校生まで対象を拡充し、今年度の参加者数は

過去最多の46名となりました。 

 

１ 日時・場所 東部会場：8月12日（水）午後2時半から4時半まで（とりぎん文化会館） 

        西部会場：8月10日（月）午後2時半から4時半まで（米子コンベンションセンター） 

２ 主 催 等 主催 （公社）鳥取県獣医師会 

        共催 鳥取県 

３ 内   容 （１）獣医師になるための大学の紹介 

        （２）家畜や人の健康・動物愛護に係わる獣医師による職場紹介 

①県職員（農林水産部・生活環境部）の職場紹介 

②農業共済組合家畜診療所の職場紹介 

        （３）鳥取県獣医師修学資金制度・奨学金について 

（４）獣医師への質問 

４ 参 加 者 県内外の中高生・保護者46名（中学生9名、高校生17名、保護者20名） 

 

 

 

 

 

 ＜参加者の声＞ 

 アンケート回答45人 参考になった 44人 わからない 1人 

・獣医師として様々な働き方があることを学ぶ事ができました。 

・女性の方が多くて安心しました。希望が持てました。 

・大学紹介はとても参考になりました。 

    

５ 獣医師確保に係るその他の取組み 

・インターンシップ 

平成 27 年度より獣医系学生のインターンシップを継続して実施している。令和 7 年度までに 112

名が参加し、うち12名が鳥取県内に就職した。県の獣医師業務を体験するほか、県職員（獣医職）

と学生とが直接コミュニケーション出来る貴重な機会となっている。 

年度 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5 Ｒ6 Ｒ7 
R8 

予定 

参加人数 ５ ５ 13 15 ８ 12 ９ 17 10 11 ７ 10 

 

  中学生 高校生 合計 保護者 

東部会場   6名(6校）  10名(6校）   16名(12校） 14名 

西部会場   3名(3校）   7名(4校）   10名(7校） 6名 

合計  9名(9校） 17名(10校）   26名(19校） 20名 

西部会場の様子 東部会場の様子 

－6－



令和８年８月２１日
農地・水保全課

県産材・林産振興課
【変更分】

主　務　課 工　　　事　　　名 工事場所 契　約　の　相　手　方 契　約　金　額 工　　　　　期 契約年月日 変　更　理　由
農地・水保全課 鳥取市 株式会社大谷組 （当初契約額） 令和6年10月17日 （当初契約年月日）

（東部農林事務所） 広岡 代表取締役　大谷　廣秋 152,570,000円 ～ 令和6年10月17日
令和8年1月5日

（第1回変更後契約額） 令和6年10月17日 （第1回変更契約年月日）

157,713,600円 ～ 令和7年4月11日
令和8年1月5日

（変更額）
5,143,600円 

（第2回変更後契約額） 令和6年10月17日 （第2回変更契約年月日）

243,983,300円 ～ 令和7年12月25日
令和8年8月31日

（変更額）
86,269,700円 

（第3回変更後契約額） 令和6年10月17日 （第3回変更契約年月日）

283,486,500円 ～ 令和8年7月21日
令和8年9月18日

（変更額）
39,503,200円 

八頭郡 株式会社　トラスト （当初契約額） 令和7年9月19日 （当初契約年月日）
八頭町 代表取締役　倉持　崇広 107,030,000円 ～ 令和7年9月19日
西谷 令和8年7月27日

（第1回変更後契約額） 令和7年9月19日 （第1回変更契約年月日）
116,904,700円 ～ 令和8年7月23日

令和8年9月30日
（変更額）

9,874,700円 

・盛土材へのセメント配合試験の結果、目標強度の確保に
必要なセメント添加量が増加したことに伴う工事費の増額
及び工期の延伸。

一定額以上の工事又は製造の請負契約の報告について

広岡地区地域ため池（広
岡溜池）改修工事（３工
区）

・ＩＣＴ活用工事の対象としたことによる工事費の増額。

・ため池基礎地盤の改良を実施するため旧堤掘削を行った
ところ、再盛土に適さない土質が一部で確認されたため、当
該不良土の曝気作業や残土処分、良質盛土材への置き換
えが必要となったことに伴う工事費の増額及び工期の延
伸。

西谷第２地区ため池整備
工事（１工区）

・工事用道路の一部が軟弱地盤だったことにより、運搬作
業に支障が生じたことから、当該部分の地盤改良を実施し
たことに伴う工事費の増額及び工期の延伸。

－
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主　務　課 工　　　事　　　名 工事場所 契　約　の　相　手　方 契　約　金　額 工　　　　　期 契約年月日 変　更　理　由
農地・水保全課 鳥取市 株式会社　大谷組 （当初契約額） 令和6年10月17日 （当初契約年月日）

（東部農林事務所） 上段 代表取締役　大谷　廣秋 86,680,000円 ～ 令和6年10月17日
令和7年7月23日

（第1回変更後契約額） 令和6年10月17日 （第1回変更契約年月日）
86,680,000円 ～ 令和7年7月17日

令和7年11月28日

（第2回変更後契約額） 令和6年10月17日 （第2回変更契約年月日）
86,680,000円 ～ 令和7年11月26日

令和8年3月13日

（第3回変更後契約額） 令和6年10月17日 （第3回変更契約年月日）
99,520,300円 ～ 令和8年3月13日

令和8年6月3日
（変更額）

12,840,300円 
（第4回変更後契約額） 令和6年10月17日 （第4回変更契約年月日）

99,520,300円 ～ 令和8年6月3日
令和8年7月15日

（第5回変更後契約額） 令和6年10月17日 （第5回変更契約年月日）
102,140,500円 ～ 令和8年7月15日

令和8年7月15日
（変更額）

2,620,200円 
県産材・林産振興課 八頭郡 中一建設株式会社 （当初契約額） 令和7年6月18日 （当初契約年月日）

（東部農林事務所八頭事務所） 智頭町 代表取締役　中尾　仁 95,260,000円 ～ 令和7年6月18日
惣地 令和8年1月30日

（第1回変更後契約額） 令和7年6月18日 （第1回変更契約年月日）

105,040,100円  ～ 令和8年1月28日
令和8年3月31日

（変更額）
9,780,100円  

（第2回変更後契約額） 令和7年6月18日 （第2回変更契約年月日） ・予算の繰越承認が得られたことによる工期の延伸。
105,040,100円  ～ 令和8年3月26日

令和8年7月22日

（第3回変更後契約額） 令和7年6月18日 （第3回変更契約年月日）

105,040,100円  ～ 令和8年7月21日
令和8年11月27日

林道篭山線（智頭工区）開
設工事

・モノレール足場の施工において、現地条件に合わせた構
造に変更したことによる工事費の増額及び工期の延伸。

・アンカー工の施工において地盤が固く想定以上に時間を
要したこと及び立木伐採の追加が必要となったことによる
工期の延伸。

・堤体掘削土の含水比が高く、曝気乾燥を行うため、新たな
仮置場確保の調整が必要となったことに伴う工期の延伸。

・取水施設基礎地盤の支持力不足が判明したことによる、
地盤改良の検討・追加施工に伴う工事費の増額及び工期
の延伸.

・工事用仮設道路の撤去と営農時期が重複し、工事車両と
営農車両との通行時期の調整が生じたことに伴う工期の延
伸。

・本工事残土は他工事へ流用予定であったが、不良土の一
部を処分場へ搬出したことによる工事費の増額。

・堤体掘削残土を他工事に流用する計画としていたが、流
用先工事との調整の結果、搬出時期を見直す必要が生じ
たことによる工期の延伸。

瀬戸谷池地区ため池整備
工事
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